
会長挨拶　稲葉　博之�

当たり前の事を、当たり前に�

1866回　12：30点鐘　東山荘・講堂�次回10月28日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／株式会社　G.C.�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／それでこそロータリー�

内　　　容／企業訪問�
　　　　　　職業奉仕委員会�

　会 員 慶 事�

結婚記念日�

★10月23日　生野　旭君・つな子様ご夫妻�

★10月23日 土屋義明君・英　子様ご夫妻�

夫人誕生日�

★10月24日 豊山徹也君 ご夫人 洋　子様�

　今夜は観月会です。陰暦で８月１５日の月を「十五夜」「中秋の名月」などといいます。

今年は先月の９月２８日が当たり日で、素晴らしい満月が見えました。今月の２６日は�

「十三夜」「名残り月」です。その真ん中の今夜の月はなんという月でしょうか。古来、

日本人は月を愛でて来ましたが、やはり満月が一番美しいものとされてきました。そ

の中でも中秋のこの時期は空気が澄んでいて、最も美しい月が見られるということで、

平安時代初期に、この日、月を見ながら宴会をする風習ができたそうです。これは今

夜のような観月の宴」とか、月の宴と呼ばれ、当時は月を見ながら即興で和歌を詠み、その出来をみんな

で評価し合って酒を酌み交わして楽しみました。中秋の名月は様々な名前で呼ばれています。今宵の月

「今日の月」とも言いますし、望月夜、満月ということですが、やはり特に中秋の名月を指します。三五

の月、３×５＝１５で十五夜。日本人はこういう言葉遊びが好きです。名高き月、端正の月、いずれも中

秋の名月を指します。この日の晴天率は、「中秋の名月は十年で九年は見られない」と江戸時代の書物に

記述されています。また、この日は必ず仏滅だそうです。この日は月を見たい訳ですから天気が良いの

が一番良いのですが、これを「良夜」と呼ぶそうです。少し雲が出ていて時々雲に隠れたりするのもなか

なか風流です。しかし雲が厚くて完璧に見えない場合はこれを「無月」といい、更に雨まで降っているの

は「雨月」といって残念がり、そういう場合は十四夜の宵待月、少し欠けた十六夜（いざよい）月、十七夜

の立待（たちまち）月、十八夜の居待月、十九夜の臥待月などに期待をかけました。十五夜に飾る秋の七草

は花を「見る」ことを楽しむものだそうです。また、健康維持で大切なことは一日一回楽しい事を考える

ことだそうです。「月は美しい、花は美しい、それを美しいと思う心が美しい」と言った人がいますが、

まさにその通りだと思います。楽しく思うことが人間の免疫力を高めてくれ、幸せになります。忙しさ

に追われて夜空を見上げるのも忘れがちな毎日ですが、たまにはゆっくりと空を見上げて美しい良夜を

楽しみたいものです。       



卓　　　話�

会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名� ４７名� ７９.６６％� １００.００％�
●欠席者（12名）�
　秋田悦夫君・井口修一君・石田　恩君・田代博久君・内海隆冶君�
　神谷高義君・勝間田豪亮君・勝又博文君・勝間田太住君・生野　旭君 
　菅沼　久君・滝口喜徳君  �

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

10月14日の出席報告�

9月30日のメーキャップ� 7名�

第2620地区�

岩田英治君　9月18日　長　泉�

鈴木栄一君　9月18日　長　泉�

勝又　洋君　9月24日　裾　野�

土屋闊正君　9月25日　会長幹事会�

井口修一君　10月 6日　長　泉�

大森清治君　10月 8日　沼　津�

勝間田太住君　10月13日　長　泉�

観月会�

乾杯！�

渡邊俊彦令夫人による�
見事なフラワーアレンジ�

▲
�


